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一　般　演　題

1．パーソナルコンピューターによる管理区域出入管理

　一IDカード，ビデオ，　HFCモニター，自動ドア

　　による一

西沢　邦秀 （名大・RIセ）

4時間後以降平衡となった．計算で求めた平衡濃度と実

測値は誤差4％以内で一致し，装置は充分な撹絆能力を

持っていることが示された．加えて本装置は保守および

操作が容易であり，日常的に実用しうる装置であると結

論した．

　トレーサー実験を目的とするRI共同利用施設では従

事者が過度に被曝することはまれである．したがって管

理区域入退域管理の主眼は無資格者を立ち入らせないこ

とと線源および汚染の非管理区域への拡散とを防止する

ことになる．少ない人員でより効果的に管理するため

IDカード，自動ドア，ハンドフットクロスモニター，

モニタテレビ，ビデオテープレコーダ，在人感知用熱セ

ンサーをパーソナルコンピュータで有機的に結合，制御

する管理システムを製作し，出入人物の特定を可能とす

ることにより，管理の撤底を計った．

2．貯溜槽内撹拝装置の試作

西沢　邦秀　　浜田　信義　　　（名大・RIセ）

佐藤　芳郎　　朝日　司郎　　　（同・施設部）

梶田　　明　　小野　信二　　　（川崎設備工業）

　貯溜槽内放射性同位元素の濃度を均一にするための撹

拝装置を試作した．

　7×3．5×5．5m3のステンレス製貯溜槽内に上部より

2mの位置に4個の放水口を扇状に配列した放水器を置

き4001／min．の流量で汚染水を加圧放水し，槽下部より

吸水し循環させた．この装置は在来の貯溜槽用配管系に

放水器と放水口を加えた簡単な構造である．放水口から

吸水口への層流を阻止する目的で槽内に整流板を設けた．

ポンプも在来のものと併用しており管理室内の遠隔操作

盤上で電磁弁を制御することにより切り替えで運転でき

る．

　110m3の水道水を注水した貯溜槽内へ2095　mlの赤

インクを投入して撹絆し経時的に濃度を測定したところ，

3．パーソナルコンピュータによる連続式モニタデータ

　　のディジタル化

西沢　邦秀　　浜田　信義　　　（名大RIセ）

小林　嘉雄　　　　　　　　　（愛知医大・放）

　RI実験施設のモニターデータの収集，整理，表示，

保管をパーソナルコンピューターで行うことを試みた．

　エリア6系統，ダスト3系統，ガス3系統のモニター

信号をマルチプレクサーを介してパーソナルコンピュー

ター（F．M．8）のアナログ端子へ入力した．処理した

データをカラーCRTに表示し，5インチミニフロッ

ピーディスクへ格納するとともにプリンターで印刷した．

データ処理用プログラムはべ一シック言語で作成した．

このシステムは放射線レベルの把握評価作業の省力化に

役立った．パーソナルコンピューターは小規模アイソ

トープ施設のモニターデータのディジタル化を行うに十

分な能力を持っている．

4．ヌードマウス移植人がんによる99mTc標at　DL－

　　Homocysteineの集積

　　　為政　　脩　　五島　康輔　　武田　厚司

　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡薬大・放薬）

　第6回中部地方会において，3種の99mTc標識含硫

アミノ酸のエールリッヒ固型がんをもったマウスへの

とりこみを検討した結果，とくに99mTc標識DL－

homocysteineが短時間内にがん組織へよくとりこまれ

ることを報告した．今回は人がん（肺がんと胃がん）を移

植したヌードマウスへの99mTc標識DL－homocysteine
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のとりこみを同一のマウスを用いてガンマカメラ像およ

び組織内分布について検討した．ガンマカメラ像の結果

から肺がん（LC－11－JCK）では1～2時間に，胃がん

（SC－7・JCK）では10～60分内にと比較的短時間にそのと

りこみはエールリッヒ固型がんの場合と同様に最大にな

った．また腎臓から尿中への急速な排泄も同様に観察さ

れた．肝臓からの排泄もかなり速く2～3時間後には腎

臓，膀胱を除いて主としてがん組織部に放射能がみられ

た．投与3時間後の摘出組織内の放射能分布から求めた

tumor－to－tissue　ratioもエールリッヒ固型がんをもった

マウスの場合とほぼ同程度の値を示した．これらの結果

は，99mTc標識DLhomocysteineが67Ga£itrateより

かなり短時間でのがん検出剤として有効であるという前

回の報告をさらに支持するものであった．

5．Video　Digitizer　Systemによる定量的全身オートラ

　　ジオグラフィー

真田　　茂　　小島　一彦　　安東　　醇

平木辰之助　　　　　　　　　　　（金大・医短）

　われわれはこれまでミクロフォトメータによって

WBARG像の定量分析を行ってきたが，　Video　digi－

tizer　systemにより，いわゆる線の分析から面の分析，

すなわちWBARG像をそのまま黒化濃度に対応するデ

ィジタルイメージ化して定量分析するためにその基礎的

検討を行ったので報告する．

　TVカメラにより透過光でWBARG像を撮像しその

Video信号をA／Dコンバーターでグレイレベル256，1

画像512×512のヒ゜クセルにディジタル化しYHP2100S

でデータ処理を行った．このシステムを用いて定量分析

を行うために相対的放射能濃度20，21，22，23，24のG7Ga－

citrateを静注したマウス肝切片を標準試料とし放射能濃

度とディジタル値との関係を求めた．また，本システム

による定量値とNal（Tl）　Scintillation　countingによる

定量値とを比較した．

　本システムによるディジタル値は放射能濃度の対数に

比例した．また，その定量値は臓器をScintillation

countingした定量値とほぼ一致し，正確な定量分析が

可能である．また，WBARG像を放射能濃度に対応す

るディジタルイメージとして観察できる．すなわちカ

ラー表示などによって放射能濃度分布が明瞭に把握でき

る．
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6．マクロオートラジオグラム法による67Gaのabscess

　　内分布の研究

新田

安東　　醇

田
田

久

勝

一夫　　小川　　弘

　　（㈱第一ラジオアイソトープ研究所）

　　　　安東　逸子　　平木辰之助

　　　　　　　　　　　　（金大・医短）

欣一　　　　　　　　　　　（同・核）

省吾　　　　　　　　　（同・第一病理）

　abscessのステージングと67Gaのabscess内分布を

明らかにするために，テレビン油を注入後経時的に

abscessを摘出し，このabscessの切片標本のオートラ

ジオグラムと染色像の関係を調べた．

　ウィスター系ラットの大腿部皮下にテレビン油を注入

し，abscessを形成させた．テレビン油を注入後，2，3，

4，5，7，10日目におのおの67Ga・citrateを尾静脈より投

与し，24時間後にabscessを摘出し，ただちにクリオス

タット中で凍結した．続いて10μmの連続切片を作り，

1枚はX線フィルムに密着させてマクロオートラジオ

グラムを作成した．2枚目の切片をヘマトキシリン・エ

オジン重染色（H・E染色）した．

　H・E染色標本を顕微鏡で観察し好中球の密集部，マ

クロファージの密集部等を区分し，これらの区分とマク

ロオートラジオグラムのフィルムの黒化部分を対比した．

　67Gaのabscess内分布は，テレビン油を注入2日目

のものでは，abscess中央部に好中球が密集し，この好

中球の密集部に，特に高い6？Gaの集積があった．テレ

ビン油を注入後4日目以後のものでは，abscess中央部

に好中球の密集部があるにもかかわらず，その外側にマ

クロファージが浸潤し，このマクロファージの多い位置

に対応して，67Gaの集積が多く認められた．
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